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川崎医療福祉大学における統計学の意識調査
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は じ め に
統計学とは，ある集団の中で起こりうる現象の特
徴を知ろうとするとき，その現象の一つ一つを調査
あるいは実験などによって，その集団の全体的な規
則性を明確にするための学問である．さらに，その
内容には記述統計学と推測統計学とに分類される．
記述統計学とは，ある集団から得られたデータを元
に，平均や分散，標準偏差等を求めるといったデー
タを要約することや，ヒストグラムや散布図等のよ
うなグラフを描くといったデータを視覚化する学問
であるのに対し，推測統計学とは，母集団から無作
為に抽出されたサンプルから，その母集団の特徴を
確率的に推測する学問である．
現在，統計学は様々な分野において必須の学問と
して利用されている．もちろん，医学，医療の分野で
も利用されており，特に近年では，（
 ）の普及により，これまでのような
医師の経験や直感に頼った診療を行うのではなく，
科学的な根拠に基づいた，より信頼できる診療を行
うことが求められている．
目 的
川崎医療福祉大学（以下，本学と略記）は，医療
福祉学に関する分野で，わが国で最初に設置された
大学であるが，この分野においても，科学的な手法
で研究を進めることが求められている．また，この
分野の教育においても，今後ますます重要な位置
を占めるであろうと考えられる．そこで，本研究で
は，医療福祉学の教育・研究の中で，どのような統
計学が現在までに使用されてきており，さらに今後
の発展が望まれているかを教員，大学院生対象のア
ンケート及び川崎医療福祉学会誌（以下，学会誌
と略記）の論文からのデータをもとに，その傾向を
明らかにすることとし，基礎教育科目の数学・統計
学の講義のあり方を改善することが目的である．
統計学に関する現状
統計学は，高等学校の数学の中に初めて現れる
が，必修ではないために大部分の学生は高校時代に
はまったく習わない．大学の基礎教育の中で始めて
学ぶ教科である．統計学は，データ整理をし，図表
化する記述統計に始まり，観測されたデータに基づ
いて，母集団の関する推測，検定を行うことまでを
大学で学び，大学院等でより高度な多変量解析等を
学ぶことが多い．
統計で使われている言葉で，教科書によって定義
が異なっているものの代表として，「分散」，「標準偏
差」がある．データ数 の標本 
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としたとき，「分散」として，
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の 通りの定義があり，標準偏差は分散の平方根と
して定義される．
高校の教科書として定義されているのは式（）の
方で，大学の基礎統計学として学ぶのも式（）であ
る．式（）が広く利用されるのは，観測された標本
に基づいて，母集団に関する推測，検定を行う場合
であり，医療統計学の教科書には，初めから式（）
を分散として定義し，式（）については何も触れて
いない教科書も多い．しかし，一般には，式（）を
「標本分散」として定義し，式（）を「不偏分散」と
して定義している．
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統計ソフトにおいても，扱われ方はさまざまであ
る．では「 」，「!"#」で不偏分散（式
（））と不偏標準偏差を，「 $」，「!"#$」で
分散（式（））と標準偏差を定義している．!$!!
でも，分散は式（）を意味している．使用するソフ
トに対して，定義がどのようになっているのかを確
認するのは，大変重要と思われる．
一般に，標本数  %	の場合は，不偏分散を使用
したほうがよいとされている．しかし，標本分散
より不偏分散を使用したほうが母分散に近い値を取
るので，標本数  %	であっても，不偏分散を使用
したほうがよい．だが，統計学の教科書によっては，
不偏分散に関して説明されていないものも多々存在
するので，使用する側も，どの教科書を選べばよい
のか分からないといった問題がある．そのため，今
回の調査で，分散を求める際に，どちらの分散を求
めているのかを調査することとした．
統計学に関するアンケート調査
本学において実際に，統計学の各項目がどのように
使用されているのかを調査するため，教員および大
学院生を対象に，アンケート調査を行うこととした．
．アンケート調査
本学において，

 講義等の中で，統計学が学生に対して，どの
程度，教育されているか

 各学科ごとに取得可能な資格試験において，
必要とされる統計学的手法は何か
%
 教員の研究においてどのような統計学的手法
を必要としているのか
等を把握するために，		&年の秋に本学教員全員
に対して，図 のようなアンケート調査を行うこと
とした．
教員に対しては，

 学生に対する教育として，「講義」，「コンピュー
タ使用演習」，「卒業論文」，「大学院生の研究」

 資格試験に必須とされるものとして，「資格
試験」
%
 教員自身の研究内容として，「教員の研究」
の 項目の中で，どのような統計学的手法を使用
しているのかを調査することとした．ここでいう統
計学的手法とは，「記述統計」，「相関と回帰」，「区間
推定」，「母平均の '検定」，「 群の比較検定」，「適
合度・独立性の検定」，「ノンパラメトリック検定」，
図  教員に対するアンケート用紙
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「分散分析」，「多変量解析」，「その他」の	項目と
した．
また，大学院生にも，教員と同様のアンケート調
査を行った．
．教員に対するアンケ トー結果
本学におけるすべての教員にアンケートを依頼し
たところ，((名の教員からアンケートを回収するこ
とができた．アンケートは各教員のメールボックス
に配布し，本学 階の基礎教育センターに回収ボッ
クスを設置し，回収した．以下は，そのアンケート
調査の結果（表 ）であり，表中の比率は，回収で
きた((名（回収率&)）中，回答があった件数の
比率を表している．（ただし，無解答のものは除く．）
表  教員に対するアンケート結果（／）
：講義 　　　　：コンピュータ使用講義
：卒業論文 　　：大学院生の研究
：資格試験 　　：教員の研究
この結果を見ると，「卒業論文」，「大学院生の研
究」，「教員の研究」においては，「記述統計」，「相関
と回帰」，「 群の比較検定」を中心に，どの統計学
的手法も使用されているが「講義」，「コンピュータ
使用演習」，「資格試験」においては，どの統計学的
手法もあまり使用されていないことが見られる．
各学科の専門科目の中で，統計学を体系的に扱っ
ているのは，
・社会福祉調査論 * ・社会福祉調査論 **
・社会福祉調査論演習 ・心理統計法
・心理学基礎実習 * ・心理学基礎実習 **
・心理学基礎実習 *** ・保健疫学
・心理測定法 ・理学療法研究 **
・理学療法研究 *** ・公衆衛生学
・食品衛生学 ・経済学
・医療福祉経済学 ・公共経済学
・統計学 ・医療統計学
等があり，他に各教科で必要に応じて基本的なこと
を教えている．また，これらの専門科目の中で使用
しているテキストは文献のとおりである．
コンピュータ使用演習としては，
・心理測定法 ・社会システム分析
・統計学演習 　
で，より専門的なことを教えている．
次に，分散に関するアンケート結果を見てみる
（表 ）．
表 	 教員に対するアンケート結果（	／）
この結果から，教員では，不偏分散よりも標本分
散を使用しているほうが多いことが分かった．また，
自由意見欄に「もっと平易な教科書がないだろうか」
という意見も見られたため，教科書の選択にも問題
があるように思われる．
近年では，コンピュータの普及が進み，+,
や !$!!，!!等，さまざまな統計解析ソフトが開
発されている．そこで，今回の調査で，教員に対し，
どのような統計解析ソフトを利用しているかを調査
した．その結果が以下の表 %である．この結果から
+,はもちろん，より専門的な統計解析ソフト
である !$!!や，!'' -等の使用率が高いこと
が見て取れる．
表  教員に対するアンケート結果（／）
．大学院生に対するアンケ トー結果
		&年月に，大学院生すべてにアンケートを依
頼したところ，(
名（回収率%	)）の大学院生か
らアンケートを回収することができた．大学院生に
関しては，各研究室に直接，配布，回収を行った．
以下はそのアンケート調査の結果（表 (）であり，
表中の比率は，回収できた(
名中，回答があった件
数の比率を表している．
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表 
 大学院生に対するアンケート結果（／
）
分散に関するアンケートの結果（表 &），教員とは
異なり，大学院生においては，不偏分散を使用して
いる割合が多いようである．
表  大学院生に対するアンケート結果（	／
）
統計学において，正規分布に従うかどうかなど，
分布型によって，使用される統計学的手法が異なり，
分布型が重要な意味を持つ．そこで，大学院生には，
分布型を意識しているかどうかを調査することとし
た．以下がその結果である（表 ）．
表  大学院生に対するアンケート結果（／
）
この結果から，大学院生の約半数が分布型を意識
して，統計学的手法を使用していることが分かった．
教員同様に，大学院生がどのような統計ソフトを
使用しているかを調査したところ，以下のような結
果が以下の表 である．大学院生においては，主に，
+,や !$!!の つの統計ソフトがよく利用さ
れるようである．
表  大学院生に対するアンケート結果（
／
）
川崎医療福祉学会誌の論文調査
．学会誌の調査
アンケート調査と同様に統計学的手法が学会誌に
おいて，どの程度使用されているかを調査し，その
傾向を把握する．
．学会誌調査の結果
学会誌を調査した結果である．まず，調査時点ま
でに発刊されているのは， （

），  
 （		）， までの%	刊であり，稿の
論文が集録されている．その中で，アンケート調査
で行ったものと同様の統計学的手法が，使用されて
いるものは(
稿（約()）であった．
以下は，それぞれの刊の中の論文の中で，統計学
的手法が使用されている論文が，どの程度あるのか，
統計学的手法を使用している論文の中で，具体的に
どのような統計学的手法を用いているのかを調査し
たものである（図 ）．
図 	 統計学的手法の使用率
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この図を見ると，発刊された当初は各刊の中で，統
計学的手法を用いている論文の数は半分程度のもの
であった．しかし，徐々に統計学的手法を使用した
論文の数は増加している傾向が見られるようになっ
てきたが，近年では，やや減少の傾向が見られる．
また，年度別に統計学的手法を用いている論文の数
を見てみると（図 %），やはり，学会誌発刊当初に比べ，
統計学的手法の使用率は増加の傾向が見られるようだ．
統計学的手法を使用している論文の中には，単純に
平均や標準偏差を求めるだけにとどまる論文も多く見
られた．そこで，その中から，記述統計のみを使用し
ている論文の数と，記述統計以外にも統計学的手法を
使用している論文の数とを比較することにした（図 (）．
この図を見ると，学会誌発刊当初はほとんど記述
統計のみが使用されて，他の統計学的手法が使用さ
れていなかったのに対し， ， から，そ
の立場は逆転し，それ以降，記述統計以外の統計学
的手法を使用した論文が増加の傾向が見られ，つい
に， ， では，記述統計のみを使用した
論文の数は 	となった．これらのことから，学会誌
における，統計学の使用は量的にも質的にも向上し
ているのではないかと思われる．
また，学会誌発刊当初ではほとんど使用されてい
なかった，「適合度・独立性の検定」，「ノンパラメト
リック検定」，「分散分析」，「多変量解析」の使用率
が近年になって増加している傾向が見られるように
なった（図 &  ）．
また，統計学的手法が使用されている論文の中で，
これらの統計学的手法を使用する際，どのような統
計解析ソフトを使用しているのかを調査したところ，
特に !$!!がよく使用されているようで（図 
），こ
のような統計解析ソフトが統計学的手法の使用率を
向上させているのではないかと思われる．
ま と め
医療福祉学の分野における，統計学の教育・研究
について考える上で，川崎医療福祉大学の教員と大
学院のアンケート調査及び川崎医療福祉学会誌の論
図  年別統計学的手法の使用率
図 
 記述統計のみと統計学的手法使用との比較
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図  適合度・独立性の検定の使用率
図  ノンパラメトリック検定の使用率
図  分散分析の使用率
文調査を行った．
このたびの調査において，講義ではあまり，専門
的な統計学的手法は使用されておらず，卒業論文の
一環として統計学の一部を学ぶのが，本学の現状で
あるのではないかと思われる．しかし，教員自身の
研究においては，専門的な統計学的手法を使用する
数が，年々，増加しており，統計学の必要性が高まっ
ていることが分かった．
学会誌の論文については，適合度・独立性の検定，
ノンパラメトリック検定，分散分析および多変量解析
など，発刊当初ではほとんど使用されていなかったが，
その後徐々に増加の傾向が見られ，これらの統計学的手
法が医療福祉学の研究に重要になりつつあるといえる．
本研究の一部は平成年度川崎医療福祉大学プロジェク
ト研究費の助成により行われた．また，本研究のアンケー
トにご協力いただいた教員，大学院生の皆様に厚くお礼申
し上げます．
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図  多変量解析の使用率
図  の使用率
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